
校章デザインについては、令和３年１月から２月にかけ

て町内外から広く募集したところ、２４３点と予想を超える

多くの応募がありました。準備委員会では、校区小中学校

の児童生徒及びご家庭の意見もふまえながら、３点のデ

ザイン候補を選考し教育委員会へ報告しました。

教育委員会での最終選考の結果、奥野和夫さん（神奈

川県横須賀市在住/ グラフィックデザイナー）のデザイン

に決定しました。

ご応募いただいた方々をはじめ、ご協力いただいた方々

に感謝申しあげます。

デザインの趣旨

清陵中学校の「清」の意

味するところの猪名川の流

れをアーチで、「陵」の意味

するところの丘を半円で描

いています。「中」の字は、両

手を広げ未来に羽ばたく姿

をあらわしています。

そして、デザイン全体は頭文字「S」の形にまとめています。

デザイン選定の理由

◆猪名川町を象徴する「清流猪名川」と「澄み渡る青空と

豊かな自然」の中で成長していく子どもたちの姿が融

合された洗練されたデザインとなっている。

◆左右対称形ではなく独創的なデザインは、未来を見据

えた新しい学校にふさわしいものとなっている。

地域部会 ～閉校式と記録映像の制作について～

閉校式の期日が決まりました。

◆中谷中学校・・・令和４年３月２４日（木）午前

◆六瀬中学校・・・令和４年３月２４日（木）午後

第１部は教育委員会主催の式典、第２部は学校、

PTA、地域が行う記念行事となる予定です。内容はこ

れから検討していきます。

両校の記録映像を制作しています。

１年間かけて両校の行事や学校生活などを撮影し

ていきます。映像はこの１年間の記録に限らず、両校

の長い歴史と伝統を末永く残していくものとなるよう

に計画しています。

古い写真や映像なども使用させていただきます。

生徒指導部会 ～制服デザインの候補が完成しました～

制服についての学習会や児童生徒のモニタリング、

両中学校生徒会での検討会などを経て、３パターンの

デザイン候補が完成しました。

6 月 28 日からは、関係小中学校で展示会を行い、

児童生徒、保護者の皆さま、教職員の投票で最終デザ

インが決定します。この後、どのような着方をするのか、
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清陵中学校の校章デザインが決まりました！

基本となる校章は単色とし、色は使用する物に合わせ

て適宜配色します。

第７回 準備委員会

令和３年６月２２日（火）１９時～ 於：日生公民館

１、開会 委員長挨拶

２、報告事項

⑴ 校章デザインの選考結果について

⑵ 閉校式と記録映像の制作について

３、協議事項

⑴ 制服デザインの決定について

⑵ 体操服の決定について

４、事務連絡

次回開催の日程について

５、閉会 副委員長挨拶

裏面につづく



どんな場面で着るのかなどを検討していく予定です。

準備委員会のお問い合わせは
猪名川町立中学校再編準備委員会事務局

（猪名川町教育委員会事務局内）

〒666-0292 猪名川町上野字北畑 11-1

TEL 072-766-6000 FAX 072-766-8904

E-mail kyoikushinko@town.inagawa.lg.jp

次回開催のお知らせ
第８回準備委員会（予定）
日時：８月２４日（火）午後７時～
場所：猪名川町日生公民館大集会室

開催日を変更することがありますので、傍聴を希望され
る方は町 HP で日時等確認してください。

猪名川町教育委員会と猪名川町立中学校長会が主催で、これからの猪名川町立学校園を

考えるフォーラムが開催されましたので紹介します

予測困難な社会を生きる『子どもたちが育つ』学校づくりをめざして

6 月 21 日（月）、『正解のない問いに挑む人間を育てるためには？という正解のない問いに挑む大人のフォ

ーラム２０２１』が中谷中学校体育館で開催されました。暑さ厳しい中でしたが、猪名川町立学校園の教職員を

はじめ再編準備委員の方々と、120名以上の参加がありました。

フォーラムは、「学校は自分をつくるところ、予測困難な社会を生きる力が育つところ」「子どもたちが育つ学校

づくりをめざして」という教育長からのことばに始まり、東京千代田区立麹町中学校で、工藤雄一校長のもと

次々と進められた教育改革の現場で中心的な役割を担われた、加藤智博先生から『主語は「生徒」を実現する

学校づくり～自律を育む生徒支援のあり方～』というテーマで基調講演がありました。講演では、固定担任制の

廃止や定期テストの廃止、PTA と有志生徒による新標準服制作プロジェクトなど、麹町中学校での経験と、そこ

から見えてくる子どもたちの育ちをお話しいただきました。

子どもたちが育つ学校づくりには、私たち大人が『今までのやり方でいいのか問い続けること』はもちろん『最

上位・目的を常に意識しながら対話ができる職員集団であること』『「みんな違っていい」を本気で思える職員

集団であること』『「教職員全員が当事者」を意識できる職員集団であること』など、ご自身の経験からの大切

なキーワードを伝えていただきました。

が育つ

正解のない問いに挑む人間を育てるためには？

という正解のない問いに挑む大人のフォーラム 2021

楊津小学校での展示会と投票6/28～6/30 六瀬中学校での展示会と投票 7/1～7/5

中谷中学校と六瀬中学校

生徒会での検討会 7/3

が育つ


